あると ころで、 ト— マス • マンの 研究 をして いる 人 

にあった。 そのと き、 マンの 作品の 或る もの は、 実に 

観念的で、 わかりにくくて 始末が わるい もの だけれ ど 

も、 一貫して、 マンの 作家と しての 態度に 感服して い 

ると ころが ある。 それ は、 ト -1 マス • マン は マンな り 

に、 自分の 問題 を 自分の そとに とり 出して 作品と して 

の 客観的 存在 を 与え、 それ を 真剣に 追究して 行って、 

作品の 世界で 到達した 点まで 自分の 生活 を 押し出し、 

そこから 次の 生活 を 展開 させようと している 点 だ、 と 

いう 意味 を 話された。 

ト— マス . マンの 「魔の 山」 など は、 わたしに よく 
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